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あけましておめでとうございます。
令和最初の新年を迎えました。そして，今年は東京

オリンピックの年です。数年前から 2020 の数字は
VISION（ビジョン）2020 などさまざまな場面で耳に
し，また使ってきましたが，あっという間に 2020 年
になってしまいました。中長期戦略として掲げた VI-
SION 2020 の進捗はいかがでしょうか。

そして 7 月からは TOKYO 2020 が開催されます。
東京はかなりの混雑が予想され，例年開催される研究
会なども会場やホテルの確保が難しく延期される場合
が多いようです。日本眼科学会と日本眼科医会は「ア
イするスポーツプロジェクト」を通して，視覚障がい
者スポーツへの理解を深め，QOL 向上を支援する活
動を行っています。昨年の日眼ではゴールボールを，
臨眼ではブラインドマラソンの体験会を企画・開催
し，多くの方の参加がありました。今年の日眼では
ゴールボール体験会が予定されています。パラリン
ピックの前にぜひ体験なさってください。

さて，新年最初の特集は，まさに時代の潮流となっ
て い る digitally-assisted surgery（heads-up sur-
gery）や AI の手術への応用など「デジタル化が進む
眼科手術」です。これらの装置は比較的高額であるこ
とから，導入する際に費用対効果の検討が必要です。
現在導入を検討している先生方には大変参考になる内
容ですし，また使用経験の乏しい先生にとっても新し
い眼科手術の流れを理解できる特集になっています。

綜説は酒井 寛先生による「PACD とは？」と川瀬
和秀先生による「緑内障患者におけるロービジョンケ
ア」です。視野障害の進行を確認する段階になったら
早めにロービジョンケアについて考える必要があるの
だと感じました。そして「網膜橋渡し研究アップデー
ト」と「白内障手術のトラブルシューティング」な
ど，内容豊富な令和 2 年最初の『眼科』です。ぜひ
お役立てください。

本年も『眼科』をよろしくお願いいたします。
� （飯田知弘・記）
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